
4月 7日 、村内小 。中学校で一斉に入

学式が行われました。

今年の新入生の数は中学校が 43名 、

小学校が 32名 (相 内小 20名 、大田小

2名 、脇元小 6名 、十三小 4名 )と なっ

てお り、新入生は新 しい生活をスター ト

しました。

発行・青森県市浦村役場/編集・企画財政課企画広報係



新しいライフスタイルの構築をめざして

一般会計予算は

広報ιチだコ劾

57日%80
く徴歳入 市

浦
村
議
会
二
月
定
例
会
が
二
月
五
日
か
ら
十

一
日
ま
で
開
か
れ
、
平

成
十
年
度
の

一
般
会
計
予
算
及
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
な
ど
、
六
特
別

会
計
予
算
が
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

現
在
、
地
方
財
政
は
景
気
の
低
迷
を
反
映
し
て
非
常
に
厳
し

い
状
況
と

な

っ
て
お
り
、
抑
制

・
緊
縮
型
の
予
算
編
成
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
中
で
新
年
度
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
の
健
全
性

確
保
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
公
共
施
設
の
建
設
と

い
っ
た
特
殊
要
因
も
あ
り
、
「定
住
と
交
流
に
よ
る
地
域
振
興
」
を
目
指
し

た
積
極
的
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
十

一
億
九
千
八

百
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ

一
人

・
八
％
の
増
額
と
な
り
、
下
水
道
事
業

や
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
各
財
産
区
の
六
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

総
予
算
は
四
十
五
億
五
千
七
百
三
十
七
万
九
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

一

三

・
七
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

平成10年度 会計別予算額

31億 9,800万 円 1   5億 600万 円

4億 3,344万 2千円 1  1億 604万 8千 円

3億 4,260万 3千 円
|△

 1,087万 7千円

1億7,950万 7千円
|△

  277万 9千 円

3億 8,582万 2千円 △ 4.745万 8千 円

1,165万 7千 円    13万 6千 円

446万 8千 円 ,△   H万 5千 円

188万 円 △   9万 4千 円

45億 5,737万 9千 円 1 5億 5,086万 1千円



予算編成にあたって
市浦村長 高 松 隆 三

讐進鮨督19言 憲 i言な
津軽半島最大の 唯 康 とやすらぎの里」づ くり
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ま写′
欄 略を立て、わが村の新たな時代を拓いていきたいと考えて居 り
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一般会計予算額の推移



総 務 費

農林水産業費

372,179千 円 1商 工 費

土 木 費

消 防 費

一一二河［喧ュ

=電 ιチろ 4)

237,126千 円

因
目
‐‐暴‐
囲

四
月

一
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の

人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
）
内
は
旧
所
属
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一課
長
級
一

▼
議
会
事
務
局
出
向
　
議
会
事
務

局
長

（出
納
室
長
）
古
川
徹
▼
住
民

福
祉
課
副
参
事
　
課
長
補
佐
事
務
取

扱
い

（総
務
課
長
補
佐
）
奈
良
勝
義

一課
長
補
佐
級
一

▼
総
務
課
長
補
佐

（経
済
観
光
課

長
補
佐
）
長
利
勝
雄
▼
出
納
室
長
補

佐

（住
民
福
祉
課
長
補
佐
）
浜
田
和

幸
▼
経
済
観
光
課
主
幹

（経
済
観
光

課
農
林
水
産
係
長
）
斉
藤
修

一
▼
教

（総
務
課
税
政
係
長
）
石
岡
芳
幸
▼

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
派
遣
　
建
設

課
長
補
佐

（津
軽
広
域
水
道
企
業
団

派
遣
　
建
設
課
主
幹
）
秋
元
収

一係
長
級
一

▼
相
内
保
育
所
長

・
兼
脇
元
保
育

所
長

（十
三
保
育
所
長
）
大
沢
ふ
み

子
▼
十
三
保
育
所
長

（相
内
保
育
所

長

・
兼
大
田
へ
き
地
保
育
所
長
）
長

利
友
子
▼
教
育
委
員
会
出
向
　
学
務

係
長

（脇
元
保
育
所
長
）
桑
野
尚
子

▼
総
務
課
税
政
係
長

（住
民
福
祉
課

健
康
管
理
係
長
）
高
田
正
嗣
▼
教
育

委
員
会
出
向
解
く
　
経
済
観
光
課
農

林
水
産
係
長

（教
育
委
員
会
　
生
涯

学
習
係
長
）
三
浦
美
智
男

一
一
般
職
員
一

▼
出
納
室
出
納
係
主
任
王
査

（総

務
課
総
務
係
王
任
王
査
）
岡
本
雪
子

書
記

（出
納
室
出
納
係
主
任
主
査
）

山
崎
良
子
▼
住
民
福
祉
課
民
生
係
主

任
王
査
（大
田
へ
き
地
保
育
所
保
母
）

佐
藤
み
ど
子
▼
総
務
課
総
務
係
主
査

（経
済
観
光
課
農
林
水
産
係
主
査
）

白
川
敏
文
▼
住
民
福
祉
課
健
康
管
理

係
王
査
（住
民
福
祉
課
民
生
係
主
査
）

柏
谷
哲
治
▼
教
育
委
員
会
出
向
解
く

住
民
福
祉
課
民
生
係
主
査

（教
育
委

員
会
学
務
係
主
査
）
小
寺
裕
子
▼
農

業
委
員
会
出
向
解
く
　
経
済
観
光
課

農
林
水
産
係
主
査

（農
業
委
員
会
書

記
）
小
寺
昭
直
▼
脇
元
保
育
所
保
母

（相
内
保
育
所
保
母
）
松
橋
悦
子
▼

経
済
観
光
課
実
取
育
成
セ
ン
タ
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

（総
務
課
運
転
手
）

岡
本
隆
雄
▼
総
務
課
運
転
手

・
十
三

湖
環
境
整
備
株
式
会
社
派
遣

（経
済

観
光
課
実
取
育
成
セ
ン
タ
ー
　
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
一
成
田
勲
▼
教
育
委
員
会

出
向
解
く
　
十
三
保
育
所
給
食
婦
兼

用
務
員

（教
育
委
員
会
用
務
員
）
三

和
夏
子

一新
採
用
一

▼
教
育
委
員
会
出
向
　
教
育
委
員

会
用
務
員

｛呂
川
恵
美
子

一退
職
一

▼
竹
谷
博
則

（参
事

・
議
会
事
務

局
長
）
▼
小
笠
原
俊
治

（総
務
課
用

務
員
）
▼
三
和
チ
ョ
エ

（市
浦
中
学

校
用
務
員
）
▼
三
上
キ
ヨ
エ

（十
三

保
育
所
給
食
婦
兼
用
務
員
）



恭
□
保
冑
所

最
後
の
卒
園
式

二
月
二
十
日
大
田
保
育
所
で
卒
園
式
及
び
閉
所
式
が
行
わ
れ
、
こ
の
度

卒
園
す
る
こ
と
に
な

っ
た
武
田
健
雅
く
ん
と
奈
良
学
く
ん
が
最
後
の
卒
園

児
と
な
り
、
大
田
保
育
所
は
二
月
二
十

一
日
を
も
っ
て
役
目
を
終
え
る
こ

大
田
保
育
所
は
昭
和
四
十

一
年
に

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
季
節
保
育

所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
六
十
二

年
か
ら
は
通
年
保
育
所
と
な
り
ま
し

た
も

こ
れ
ま
で
大
田
地
区
児
童

の
健

(5)広 報ιチろ

て
こ
の
日
の
た
め
に

一
生
懸
命
練
習

し
た

（
ン
ド
ベ
ル
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
、
よ
び
か
け
で
こ
れ
ま
で
の
思

い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
っ

今
回
は
二
月
二
十
日
の
様
子
と
、

こ
れ
ま
で
大
田
保
育
所

の
記
録
を
写

真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲最後 の卒 園児 となった学 くん (手前 )健雅 くん (奥 )
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“

)

浦
の
魅
力
を
凝
縮

ふ
る
さ
と
紹
介
ビ
デ
オ
完
成

こ
の
度
市
浦
村
商
工
会

⌒三
和
芳
　
　
　
ビ
デ
オ
の
時
間
は
約
二
十
分
。
内

次
会
長
）
が
ふ
る
さ
と
紹
介
ビ
デ
オ
　
　
容
は
大
き
く

「
観
光
」
「産
業
」
「
文

「北
の
ま
ほ
ろ
ば
…
…
津
軽
半
島
十
　
　
化
」

「
ま
つ
り

。
イ
ベ
ン
ト
」
の
四

三
湖
」
を
制
作
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

「観
光
」
で

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
市
浦
村
の
恵
ま
　
　
は
中
の
島
ブ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
を
初
め

れ
た
自
然
や
十
三
湊
に
関
連
す
る
歴
　
　
と
し
た
観
光
施
設
。

「産
業
」
で
は

史
等
を

一
元
化
し
た
形
で
県
内
外
に
　
　
十
三
湖
の
し
し
み
や
ヒ
パ
材
な
ど
。

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
村
の
活
性
化
へ
つ
な
，
　
　
「
文
化
」
で
は
十
三
湊
や
福
島
城
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
ふ
る
さ
と
　
　
ど
の
名
所

。
旧
跡
を
通
し
て
中
世
の

情
報
発
信
事
業
」
実
施
団
体
の
指
定
　
　
ロ
マ
ン
に
触
れ
、

「祭
り

。
イ
ベ
ン

を
受
け
て
制
作
が
ス
タ
ー
ト
。
地
元
　
　
卜
」
で
は
相
内
虫
送
り
、
十
二
の
砂

各
団
体
の
代
表
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
　
　
山
、
脇
元
お
山
参
詣
、
十
三
湖

「湖
上

た

「
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
委
員
会
」
　

　

ウ
オ
ー
ク
」、
安
東
ま
つ
り
な
ど
が
収

が
設
置
さ
れ
、
約

一
年
の
製
作
期
間
　
　
録
。
最
後
は
未
来

へ
向
け
て
の

「
エ

を
費
や
し
て
完
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
ピ
ロ
ー
グ
」
と
な
っ
て
お
り
、
市
浦

篠
髪

い華

霧

ポ

」　　赫［一は』』さ「たⅧ』準には赫

細
　
　
県
内
外
へ積
極
的
に
ア
ピ
ー
ルし
て

た

　

　

い
く
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

り̈　対』“ｒ一わ一″】陣嘲罐構す‐こ

７月‥こ雛　“看瞳崚肇わっ“います。

義熙　▼輸赫出『章摯‐二二三二

た
に
観
光
施
設
が
登
場
　
　
　
　
　
　
で報
型
髯
雅
薪
機
ヽ
罐

十

三
湖
高

原
展
望
台
が
完
成

　

　

た
観
光
客
な
ら
の
評
判
も
良
く
、
新

階
に
乗
り
入
れ
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
　
た
な
市
浦
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
ト
ー
サ
ム
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
内
、
道
の
駅

「
十
二
湖
高
原
」
に

展
望
台
が
完
成
し
ま
し
た
。

名
称
は

「十
三
湖
高
原
展
望
台
」

で
、
鉄
骨
造
り
の
五
階
建
、
高
さ
は

十
八
　
〇
七
二
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費

三
千
六
百
五
十
四
万
円
を
投
し
て
完

成
し
ま
し
た
。
施
設
の
特
徴
と
し
て

五
階
天
丼
に
は
カ
リ
オ
ン

（鐘
）
が

設
置
さ
れ
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
七

時
ま
で
二
十
分
ご
と
に
時
を
知
ら
せ

る
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
既
設
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

と
連
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二

村
収
入
役
に

山
田
勝
明
氏
が
再
任

こ
の
た

び
、
村

議
会

定

例

会

に
お
　

　

　

そ

の
後

、
平
成

六
年

に
現
職

に
選

い
て
、
村
収

入
役

に
山

田
勝
明
氏

⌒
七

　

　

任

さ

れ
、

現
在

に
至

っ
て

い
ま
す
。

十
歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

収
入
役
に
再
任
さ
れ
た
山
田

氏
は
、
昭
和
四
十
年
か
ら
昭
和

四
十
六
年
ま
で
村
総
務
課
長
、

村
教
育
委
員
会
教
育
次
長
を
務

め
た
ほ
か
、
昭
和
四
十
八
年
か

ら
は
約
十
年
間
に
わ
た
り
村
収

入
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

役

明縣
勝

前
田

市

山

こ
の
た
び
収
入
役
に
再
任
さ

れ
ま
し
て
身
に
余
る
光
栄
で
あ

る
と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

村
の
台
所
を
預
か
る
責
任
者

と
し
て
初
心
に
か
え
り
、
健
全

財
政
を
堅
持
し
、

２．
世
紀
に
向

け
た

「活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
」

の
た
め
村
長
の
補
助
的
役
割
を

果
た
す
べ
く
最
善
の
努
力
を
い

た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
村
民
各
位
の
ご
指
導

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
再

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新 しLl世界ヘ
翻ばたく日

― 卒業式スナップ集―一

蟹
田
～
脇
野
沢
間
に
新
フ
ェ
リ
ー
就
航

―
四
月
十
五
日
か
ら
運
行
開
始
―

蟹
田
～
脇
野
沢
間
に
四
月
十
五
日

か
ら
新
鋭
旅
客
フ
ェ
リ
ー

「
か
も
し

か
」
が
就
航
し
ま
し
た
。

朽
化
し
た
た
め
、
青
森
県
と
津
軽
下

北
地
域
の
二
十

一
市
町
村
、
民
間
企

業
な
ど
が
出
資
し
た
第
ニ
セ
ク
タ
ー

・
下
北
汽
船
株
式
会
社
が
、
昨
年
十

一
月
、
新
潟
県
の
造
船
所
に
五
億
円

で
発
注
し
て
い
ま
し
た
。

新
鋭

「
か
も
し
か
」
は
全
長
約
四

四
　
一
一
ｍ
、
型
幅

一
一　
八
ｍ
、
総

ト
ン
数
六

一
一
ト
ン
、
時
速
は
二
五

五
ｋｍ
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
蟹
田

～
脇
野
沢
間
を
約

一
時
間
で
結
び
ま

す
。
ま
た
、
階
段
昇
降
リ
フ
ト
や
卓

い
す
を
備
え
、
ゆ
っ
た
り
乗
れ
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
「
ひ
と
に
優
し
い
船
」

を
基
本
に
据
え
て
い
ま
す
。

車
両
ス
ペ
ー
ス
は
、
普
通
乗
用
車

二
十
台
分
で
、
大
型
パ
ス
四
台
ま
で

載
せ
ら
れ
ま
す
。
船
室
に
は
、
全
国

で
も
珍
し
い
階
段
昇
降
リ
フ
ト
や
身

障
者
用
ト
イ
レ
、
車
い
す
四
台
を
設

備
し
た
ほ
か
、
無
段
差
通
路
に
す
る

な
ど
、
キ
メ
細
か
く
、
利
便
性
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
客
室
は
立
席
な

ど
を
廃
止
し
、
特
別
室
、
二
等
室
の

定
員
は
合
わ
せ
て
二
四
〇
人
と
充
実

さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
感
覚
で
快
適
な
船

旅
が
楽
し
め
ま
す
。

今
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
二
ヶ

月
間
、
蟹
田
～
十
二
湖
間
に
観
光
路

線

「
や
な
ま
み
パ
ス
」
の
運
行
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
津
軽

・
下
北
両
半

島
の
観
光
誘
客
及
び
地
域
間
交
流
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ ェ リー「か もしか」運航 時刻表
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安
危

こ
の

一
戦

に
あ
り

さ
て
、
九
月
十
六
日
の
辰
の
刻

（午
前
七

～勧手で時瀬貯̈
』矢Ｌ戦硼わ期』燎師なれ」一

入
れ
替
え
入
れ
替
え
し
て
攻
め
戦
い
ま
す
。

今
度
の
合
戦
は
両
家
の
安
危
、
雌
雄
を
こ
の

一
戦
に
か
け
て
死
に
物
狂
い
で
し
た
。
負
傷

者
や
死
人
に
は
目
も
く
れ
な
い
で
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
乗
り
越
え
打
っ
て
出
て
、
夜
昼
十

余
日
追
い
の
は
り
追
い
お
ろ
さ
れ
息
を
も
つ

か
な
い
戦
い
に
隙
あ
る
武
士
は

一
人
も
い
ま

レ
亀

次

と
鬼

武

の

一
騎
打
ち

■
前

太

平

記
』
所
収

）

せ
ん
で
し
た
。

剛

臆

の

座

将
軍
義
家
は
、
士
卒
を
励
ま
そ
う
と

「剛

の
座
」
と

「臆
の
座
」
と
を
定
め
ま
し
た
。

毎
日

一
番
の
手
柄
を
立
て
た
者
を
「剛
の
座
」

の
一
の
席
に
据
え
、
二
番
の
者
は
そ
の
次
の

席
に
と
次
つ
ぎ
に
座
ら
せ
る
の
で
す
。
ま
た
、

「臆
の
座
」
に
は
極
端
に
臆
病
の
者
を
そ
の

座
の
頭
と
し
て
坐
ら
せ
、
こ
れ
も
次
つ
ざ
と

並
ば
せ
る
の
で
す
。
毎
日
そ
の
ト
ッ
プ
が
変

わ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、
武
士
た
ち
は
「臆

の
座
」
に
は
列
し
た
く
な
い
も
の
と
身
を
尽

く
し
て
励
む
の
で
し
た
。

中
で
も
藤
原
季
賢
は

「臆
の
座
」
に
一
度

も
着
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
有
名
を
と

ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
外
加
藤

。
大
宅

・

坂
戸

・
首
藤

・
三
浦

・
鎌
倉
の
一
族
、
秩
父

・
佐
伯
の
輩
は
、
み
な
比
類
な
い
高
名
を
立

て
て
毎
日

「剛
の
座
」
に
肩
を
並
べ
た
と
い

ま
た
、
義
家
の
御
家
人
に
も
臆
病
の
者
が

い
て
陣
中
の
笑
い
草
に
な
っ
た
武
士
も
い
ま

し
た
。
紀
七
郎
も
そ
の
一
人
で
、
二
人
打
ち

連
れ
だ
っ
て
敵
陣
に
進
ん
だ
時
で
す
。
ど
こ

亀
次
・鬼
武
の

一
騎
打
ち

源
義

家

は
吉
彦

秀

武

の
建

言
を

い
れ

て
城

を
取

り

囲

ん

で
兵
糧
攻

め

の
作

戦

に
出

ま
す
。

二
方

は
将

軍

が
巻

き
、　

一
方

は
義

光

・
一
方

は
藤

原

清

衡

が
取

り
巻

く

こ
と

に
な

り

ま
す
。

合
戦

は
長

期
戦

に
入
り
ま
す
。

両

軍

は
そ

れ

ぞ

れ
武
器

な

ど

の
手

入

れ
を

し

た

り
、
酒

や

遊
び
に
戯
れ
た
り
し
ま
す
が
、
次
第
に
退
屈

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
城
中
の
清
原
武
衡

軍
に
は
亀
次

・
並
次
の
強
打
の
名
人
が
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
源
軍
に
一
騎
打
ち
を
申
し
込

み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

一
人
ず
つ
の
打
物
の
達

人
を
出
し
て
戦
わ
せ
る
の
で
す
。
清
原
軍
か

ら
亀
次
が
長
刀
を
携
え
て
出
ま
す
。
源
軍
は

県
小
次
郎
次
任
の
合
人
の
鬼
武
と
い
う
勇
者

が
や
は
り
長
刀
を
取
っ
て
出
て
た
た
か
い
ま

す
。　
い
ず
れ
も
馬
上
に
跨
が
り
定
め
ら
れ
た

礼
法
に
従
っ
て
挨
拶
を
し
て
か
ら
戦
う
の
で

城
中
の
兵
は
櫓
出
塀
の
上
に
居
並
び
、
源

氏
は
馬
の
鼻
を
並
べ
、
両
軍
瞬
き
も
し
な
い

で
二
人
の
戦
い
振
り
を
眺
め
て
い
ま
す
。
両

人
と
も
名
高
い
そ
の
道
の
達
人
で
あ
っ
た
の

で
、
お
よ
そ
二
十
分
く
ら
い
も
追
い
つ
追
わ

れ
つ
息
を
も
つ
か
ず
に
戦
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
必
死
と
戦
う
う
ち
に
鬼
武
の
長
刀
の
鉾

が
亀
次
の
甲
冑
に
引
っ
掛
か
っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
亀
次
は
馬
か
ら
真
逆
様
に
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。
源
軍
は
え
び
ら
を
鳴
ら
し
て
悦

中
¨
魏
郵
″
脇
剃
彙
猜
げ
動
神
¨
』
『
“
螂

け
出
し
ま
す
。
源
軍
も
鬼
武
を
討
た
せ
な
い

と
馳
せ
つ
け
ま
す
。
両
軍
入
り
乱
れ
て
た
た

か
い
ま
す
が
、
城
外
で
は
源
軍
が
多
勢
な
た

め
に
城
外
に
討
っ
て
出
た
武
衡
の
兵
は
み
な

戦
死
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の

戦
い
で
源
軍
の
臆
病
者
の
末
割
四
郎
惟
弘
が

酒
を
飲
ん
で
気
を
高
ぶ

しら
せ
Ｘ
手
柄
を
た
て

よ
う
と
し
て
見
苦
し
い
死
に
様
を
し
ま
す
。

″4ト
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が
駆
封
から
０

皆
さ
ん
ご
存
知
の
診
療
所
医
師
、

岩
村
有
泰
先
生
に
よ
る
健
康
教
室
が

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
各
地
区
で
行

わ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

テ
ー
マ
は
「高
脂
血
症
に
つ
い
て
」、　
　
　
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
量
と
バ
ラ
ン
　
　
　
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
表
①
～
③
の

「肝
臓
の
し
く
み
と
病
気
に
つ
い
て
」
、　
　
　
ス
が
問
題
で
す
。
特
に
血
液
中
の
総
　
　
よ
う
な
食
事
に
注
意
し
た
り
、
散
歩

「
目
の
働
き
と
病
気
に
つ
い
て

（白
　
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
状
態
が
　
　
な
ど
の
継
続
し
た
運
動
を
す
る
こ
と

内
障
）
」
の
三
つ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
続
く
と
、
血
管
の
内
側
に
余
分
な
コ
　
　
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

今
回
は
そ
の
中
の

「高
脂
血
症
に
つ
，
　

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
付
着
し
、
動
脈
硬
　
　
薬
で
治
療
す
る
場
合
も
あ
り
、
症
状

い
て
」
の
健
康
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
化
や
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
　
　
が
出
に
く
い
病
気
で
あ
る
た
め
途
中

１
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は
？
　
　
　
　
を
ひ
き
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。　
　
　
で
治
療
を
や
め
て
し
ま
う
人
も
い
ま

③食物繊維の多い食品を食べる

す
が
、
や
め
る
と
す
ぐ
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
、
継

続
し
て
薬
を
の
む
こ
と
が
必
要
で
す
ｃ

５
、
最
近
の
話
題

赤
ワ
イ
ン
を
飲
む
こ
と
で
動
脈
硬

化
が
予
防
で
き
ま
す
。
赤
ワ
イ
ン
は

実
の
他
に
皮
や
種
な
ど
も
搾
っ
て
作

①コレステロールをたくさん含む食品
のとりすぎを避ける
(1日 300mg以下が望 ましい)

しヽ力、
う‐こ

燿

が
れ

鐵

猿

し
Ｌ

②動物性脂肪より植物性脂肪を
脂
質

の

一
種

で
肝
臓

や
腎

臓

な

ど

い
ろ

い
ろ
な

組

織

に
あ

り
、

人
間

が

生

き

て

い
く

た
め

に
な

く

て
は
な

ら

な

い
物
質

で
す
。

食

べ
物

か
ら
摂

る

こ
と

が

で
き

ま
す

が
、

主

に
肝

臓

で

作

ら
れ
、
全
身

に
運

ば

れ
ま
す
。

２

、

コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
が
体

に
及

ぼ

す

影
響

は
？

３
、

コ
レ

ス
テ

ロ
‥

ル
の
適

正
値

⌒

血
液

中

）

は
？

（
ｍｇ
／

“
）

ｏ
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
・

１３０

～
２‐９

０
Ｈ
Ｄ

Ｌ

コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル

・
４。
以

上ｏ
中
性

脂

肪

…

１４９
以

下

４
、

コ

レ
ス
テ

ロ
ー

ル
を
減

ら
す

方

法

は
？

誕

生

十

三

）
了

十
三

）
武

十
三

）
康

磯

松

）
政

▽

ご
結
婚

取

良

秀

（中

　

里
）

良
　
美
佐
子

⌒大
　
　
田
）

佐
　
浩
　
徳

（新
　
　
潟
）

浅
　
今
日
子

⌒十
　
　
一一こ

藤
　
善
　
則

⌒相
　
　
内
）

子

佳

世

（北

海

道
）

川

義

則

（茨

　

城
）

村
　
潔
　
美

（大
　
　
田
）

亜 ら▽

登と聖
=渉:美お

ぉ

彦 一 彦 治

信 初 良 キ 勝 ▽
倉 倉 引 坂 中 内

お
＜
や
み

６６

歳

８７

歳

５７

歳

７３

歳

７６

歳

-386


